
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ひぐちん通信》2014 年 7 月号 

ひぐちん通信 
ヒグチ鋼管株式会社 〒547-0001 大阪市平野区加美北 4-6-21 

Tel:06-6791-7788 fax:06-6791-8588 代表取締役 樋口浩邦 

2023 年 4 月号（vol.109） 

◆最後は母のように安らかに◆ 

こんにちは、お世話になっております。ヒグチ鋼管代表の樋口です。ひぐちん通

信第１０９号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて、実は私の母が３月１４日１６時４５分に８２年の生涯を閉じました。母は昨年

の７月に腰の圧迫骨折で入院。そのときの検査で肺がんが見つかりました。１ヶ月

後に退院し、自宅静養しておりましたが、１１月に脳梗塞に倒れ再入院。右半身不

随と言語機能を奪われ、それから約４ヶ月間の闘病生活の末、安らかに涅槃に入ら

れました。 

幸いにしてコロナにかかることもなく、最後は家に帰ることができました。そして、

お通夜が１７日、お葬式が１８日と少しずれましたが、その最後の４日間、母親の友

だちや、会社の社員、それから私の近しい友人などがお参りに来てくれて、母も大

変嬉しかったと思います。 

昨今は、コロナ禍に病院で亡くなられた場合、お家に帰ることができない方もいら

っしゃると聞いております。３年前、コロナによって志村けんさんがお亡くなりになら

れたニュースを見た時は衝撃を受けましたが、それよりもショックだったのが、感染

防止のために最後まで対面の願いが叶わず、ご遺骨になってからお兄さんの手元

に戻ったという話です。この３年間、家に帰ることができなかった方、そして、そのご

遺族の方は本当に心が痛んだと思います。 

私の母もコロナ禍での入院で、世の中ではコロナの状況が沈静化してきておりま

すが、ただ、医療機関はまだまだ慎重で、面会も簡単にできるものではなく、万が一

の覚悟はしていました。それでも最後は家に帰ってくることができ、本当に良かった

と心から思いました。 

人生、生きている間はいろいろありますが、「人生最後良ければ

全て良し」という言葉の通り、安らかな命終を迎えてもらうことがで

きました。私も残る人生を精一杯生きて、最後は母のように安らか

な寝顔で終わりたいと思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【発行者プロフィール】              

名前：樋口浩邦（ひぐちひろくに） E メール：hirokunister@gmail.com 

誕生日：昭和４１年３月１６日 出身地：大阪市東住吉区 

経歴：関西大学卒業後、弊社の主要仕入先である丸一鋼販(株)に入社。 

名古屋営業所で５年間お世話になった後、当社に入社。平成１３年７月に 

代表取締役に就任し、現在にいたる。 

趣味：映画鑑賞 モットー：『大丈夫！なんとかなる( ´ ▽ ` )ﾉ』 

◆３Ｓ活動＆業務改善情報◆ 

(整理・整頓・清掃)当社の取り組みをご紹介します。 

◆発行者コラム◆ 

今回もまた最後までお読みいただきまして、どうもありがとうございます。さて、最

近、マンションの９階までエレベーターではなく階段を使うようになりました。以前か

らパーソナルトレーニングを受けていることは何度か書いておりますが、それでも、

そのトレーニングは週１回。普段、車移動の私は電車移動や自転車移動の人と比

べ運動量が少なく、日常の中で何か取り入れられないかと思い、階段を使うように

なりました。このまま継続して、健康を維持していこうと思います！樋口 

①パソコンとプリンターの台を入れ替えることで、パソコン同士の高さ
を合わせました。ｂｙ西亜梨沙・島田真紀 

③電話応対
の意識向上
の為、作成し
ました。 
ｂｙ永原大 

④水切り籠やタオル、シンクなどをキッチンハイター
で除菌し、スポンジも新しいものと取り換え、水回りの
清掃をしました。ｂｙ藤田絢子・中川真理子 

②経理関係の書類の表示を作成し直し、保存期限順
に並べ替えました。ｂｙ林由香里・太農雄太・斉藤裕子
   

⑤今まで防錆油をポンプで吸い上げていたが、ドラム缶を
横に倒し蛇口を取り付けたことで、作業時間の短縮につな
がった。ｂｙ武田勇 


